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山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
会
則

　
　
　
　
　
　
　
第 

一 

章
　
　
　
総
　
　
則

第
　
一
　
条�

�

本
会
は
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
と
称
す
る
。

第
　
二
　
条�

�

本
会
は
事
務
局
を
山
口
大
学
人
文
学
部
日
本
・
中
国
言
語
文

学
コ
ー
ス
研
究
室
内
に
お
く
。

第
　
三
　
条�

�

本
会
は
会
員
相
互
の
研
究
の
向
上
と
緊
密
な
連
携
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
　
四
　
条�
本
会
は
右
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
左
の
事
業
を
行
う
。

�
　
　
一
　
研
究
発
表
会
、
研
究
懇
話
会

�

　
　
二
　
雑
誌
「
山
口
国
文
」
の
発
行

�

　
　
三
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
　
　
　
第 

二 
章
　
　
　
会
　
　
員

第
　
五
　
条�

本
会
の
会
員
は
左
の
通
り
定
め
た
者
を
以
て
組
織
す
る
。

�

　
正 

会 

員
　�
山
口
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
：
日
本
・
中

国
言
語
文
学
コ
ー
ス
（
文
理
学
部
文
学
科
：

国
文
学
、
国
語
学
・
国
文
学
専
攻
、
人
文
学

部
言
語
文
化
学
科
：
国
語
学
、
国
文
学
、
日

本
語
文
化
論
コ
ー
ス
、
日
本
語
学
・
日
本
文

学
コ
ー
ス
、
人
文
科
学
研
究
科
：
国
語
学
、

国
文
学
、
日
本
語
文
化
論
、
日
本
語
学
文
学

論
）
研
究
室
に
所
属
す
る
教
員
、
及
び
卒
業

生
・
在
学
生
（
学
部
学
生
・
大
学
院
学
生
）

の
う
ち
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者

�

　
特
別
会
員
　�

山
口
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
：
日
本
・
中

国
言
語
文
学
コ
ー
ス
（
文
理
学
部
文
学
科
：

国
文
学
、
国
語
学
・
国
文
学
、
人
文
学
部
言

語
文
化
学
科
：
国
語
学
、
国
文
学
、
日
本
語

文
化
論
コ
ー
ス
、日
本
語
学
・
日
本
文
学
コ
ー

ス
）
研
究
室
の
元
教
員
。
及
び
委
員
会
の
推

薦
し
た
者

　
　
　
　
　
　
　
第 

三 

章
　
　
　
委
　
　
員

第
　
六
　
条�

本
会
に
左
の
委
員
を
お
い
て
委
員
会
を
運
営
す
る
。

�

　�

代
表
委
員
一
名
、
実
行
委
員
二
乃
至
三
名
、
他
に
委
員
若

干
名

第
　
七
　
条�

代
表
委
員
、実
行
委
員
一
乃
至
二
名
は
教
員
会
員
を
充
て
る
。

第
　
八
　
条�

�

委
員
は
正
会
員
の
中
か
ら
総
会
で
選
出
す
る
。
卒
業
生
の
委

員
に
つ
い
て
は
、
卒
業
年
次
そ
の
他
の
諸
条
件
を
勘
案
し
、

在
学
生
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
学
年
を
考
慮
す
る
。

第
　
九
　
条�
�

委
員
の
任
期
は
原
則
と
し
て
二
年
と
し
、
再
任
、
重
任
は
妨

げ
な
い
。

第
　
十
　
条�

�

代
表
委
員
は
、
本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
統
理
す
る
。
実
行

委
員
は
庶
務
・
会
計
・
編
集
の
実
務
を
担
当
し
、
そ
の
他
の

委
員
は
代
表
委
員
を
補
佐
し
て
会
務
を
分
担
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第 

四 

章
　
　
　
会
　
　
議

第�

十�

一�

条�

会
議
は
総
会
と
委
員
会
と
す
る
。

第�

十�

二�

条�
�

総
会
は
年
次
総
会
と
臨
時
総
会
と
し
、
年
次
総
会
は
五
月
に

開
催
し
、
臨
時
総
会
は
委
員
会
の
議
決
を
経
て
開
催
す
る
。

第�

十�

三�

条�

委
員
会
は
必
要
に
応
じ
代
表
委
員
が
招
集
す
る
。

第�

十�

四�

条�

年
次
総
会
は
左
の
事
項
を
処
理
す
る
。

�

　
　
一
　
前
年
度
の
収
支
決
算
及
び
新
年
度
の
予
算
案

�

　
　
二
　
事
業
の
報
告
及
び
計
画

�

　
　
三
　
委
員
の
選
出

�

　
　
四
　
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

�

　
第 

五 

章
　
　
　
会
　
　
計

第�

十�

五�

条�

本
会
の
経
費
は
会
費
、
寄
付
金
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
。

第�

十�

六�

条�
�

本
会
の
会
費
は
毎
年
千
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
員
会
員
は

六
千
円
、
在
学
生
会
員
は
五
百
円
と
す
る
。

第�

十�

七�

条�
�

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
は
じ
ま
り
翌
年
の
三

月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

第�

十�

八�

条�
�

会
計
監
査
二
名
を
お
き
監
査
を
経
て
総
会
で
決
算
報
告
を
承

認
す
る
。

�

　
第 

六 

章
　
　
　
会
則
変
更

第�

十�

九�

条�

会
則
の
変
更
は
総
会
の
議
決
を
経
て
行
う
。

�

　
　
　
附
　
　
　
則

�
�

本
会
則
は
平
成
二
十
九
年
五
月
十
四
日
か
ら
改
正
施
行
し
四

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

�
�（

昭
和
五
十
二
年
五
月
一
日
制
定
、
五
十
四
年
四
月
二
十
九

日
改
正
、
六
十
年
四
月
二
十
八
日
改
正
、
平
成
四
年
五
月

十
七
日
改
正
、
平
成
八
年
五
月
十
二
日
改
正
、
平
成
十
二
年

五
月
十
四
日
改
正
、
平
成
二
十
年
五
月
十
一
日
改
正
、
平
成

二
十
九
年
五
月
十
四
日
改
正
）

一
　
内
　
容
　�

日
本
語
学
、
日
本
文
学
、
日
本
語
教
育
、
国
語
教
育

に
関
す
る
研
究
論
文

一
　
枚
　
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
五
枚
以
内

一
　
期
　
日
　
二
〇
二
四
年
九
月
三
〇
日

一
　
送
り
先
　
〒
　
　 

山
口
市
吉
田
一
六
七
七

－

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

山
口
大
学
人
文
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

日
本
・
中
国
言
語
文
学
コ
ー
ス
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会

�

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
著
者
に
帰
属
す
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
は
、
本

誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
を
、
学
会
も
し
く
は
学
会
が
委
託
す
る

機
関
に
お
い
て
、
電
子
化
公
開
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

753-
�8540

　
　
山 

口 

国 

文
　
　
第
四
十
七
号

　
　
　
　
　
二
〇
二
四
年
三
月
一
日
　
発
行

　
　
　
　
　
　
編
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会

　
　
　
　
　
　
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

代
表
者
　
和
　
田
　
　
　
学

　
　
　
　
　
　
〒
　
　 

山
口
市
吉
田
一
六
七
七

－

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

山
口
大
学
人
文
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
・
中
国
言
語
文
学
コ
ー
ス
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
電
　
話
　 

（
〇
八
三
）九
三
三

－

五
二
七
二
（
和
田
）

　
　
　
　
　
　
　
口
座
振
替
　
〇
一
五
四
〇

－

二

－

五
四
八
六

　
　
　
　
　
　
印
刷
　
　
有
限
会
社
　
三
　
共
　
印
　
刷

753-
�8540

投 

稿 

規 

定



　
　
　
　
　

巻　

頭　

言

　

令
和
五
年
六
月
十
九
日
、
本
学
会
の
発
展
に
長
ら
く
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
一
雄
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
八
十
九
歳
で
し
た
。
衷
心
よ
り
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。
本
学
会
に
は
最
近
ま
で
関
先
生
の
ご
著
書
や
ご
論
文
が
度
々
届
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
突
然
の
訃
報
に
接
し
、
事
務
局
一
同
驚
き
を

禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
急
遽
編
集
方
針
を
見
直
し
、
関
先
生
の
ご
生
前
の
お
人
柄
を
偲
ぶ
べ
く
追
悼
号
を
編
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
短
い
期
間
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

関
先
生
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
東
京
学
芸
大
学
を
ご
卒
業
後
、
東
京
教
育
大
学
大
学
院
へ
お
進
み
に
な
り
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
、
山
口
大
学
に
ご
着
任
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
、
三
十
七
年
間
、
文
理
学
部
、
人
文
学
部
の
国
語
学
教
官
と
し
て
教
鞭
を
お
執
り
に
な
り
、
多
く
の
学
生
た
ち
を
ご
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
一
時
期
は
関
先
生
お
一
人
の
体
制
で
あ
っ
た
国
文
科
の
専
任
教
官
を
、
国
文
学
二
名
、
国
語
学
二
名
へ
と
増
員
し
、
国
語
国
文
学
研
究
室
の
礎
を
築
か
れ

る
な
ど
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整
備
に
も
お
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。
平
成
十
年
三
月
に
山
口
大
学
を
定
年
で
ご
退
官
さ
れ
た
後
は
梅
光
女
学
院
大
学
（
現
・

梅
光
学
院
大
学
）
に
籍
を
転
じ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
六
年
三
月
に
同
大
学
を
ご
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
都
合
五
十
三
年
間
の
長
期
に
わ
た
っ
て
大
学
教
員
と

し
て
の
人
生
を
歩
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ご
功
績
に
対
し
、
平
成
二
十
六
年
度
春
の
叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
中
綬
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
五
年
七
月
二
十
六
日
に
は
正
四
位
が
追
贈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

関
先
生
の
ご
研
究
は
中
古
語
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
特
に
語
彙
に
関
し
て
精
力
的
に
ご
論
考
を
重
ね
て
お
ら
れ
ま
す
。
最
初
の
ご
単
著
と
な
る
『
国
語
複

合
動
詞
の
研
究
』（
笠
間
書
院
）
を
上
梓
さ
れ
た
の
は
昭
和
五
十
二
年
の
こ
と
で
、
そ
の
年
の
佐
伯
国
語
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
平
成
五
年
に
『
平

安
時
代
和
文
語
の
研
究
』（
笠
間
書
院
）、
平
成
二
十
一
年
に
『
平
安
物
語
の
動
画
的
表
現
と
役
柄
語
』（
笠
間
書
院
）
と
、
十
六
年
毎
に
ご
単
著
を
刊
行
さ
れ
、

最
後
の
ご
単
著
と
な
る
『
現
代
語
訳
で
読
み
直
す
「
竹
取
物
語
」』（
笠
間
書
院
）
は
十
年
後
の
令
和
元
年
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
著
書
で
標
榜
さ
れ
た
複

合
動
詞
を
見
つ
め
る
視
点
は
、
必
然
的
に
接
頭
語
や
接
尾
語
を
も
視
野
に
入
れ
て
の
ご
研
究
へ
と
発
展
し
、
そ
の
ご
成
果
が
第
二
著
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
今
、「
成
果
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
新
た
な
る
問
い
と
し
て
の
側
面
を
多
分
に
含
ん
で
お
り
ま
す
。
複
合
動
詞
や
、
あ
る
い
は

接
尾
語
に
よ
っ
て
動
詞
化
、
形
容
動
詞
化
し
た
語
が
、
な
ぜ
物
語
・
日
記
類
に
多
く
散
見
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
に
、
第
三
著
書
で
は
そ
の
解

と
し
て
「
動
画
的
表
現
」
と
い
う
概
念
が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。
他
に
も
、
漢
文
訓
読
語
が
会
話
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
着
目
す
る
と
こ
ろ
か
ら
「
役
柄
語
」

と
い
う
概
念
が
提
唱
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
概
念
の
実
践
と
し
て
第
四
著
書
が
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
や
は
り
、「
け
り
」
や
「
侍
り
」
を
め
ぐ
っ

て
新
た
な
る
問
題
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
て
概
観
さ
れ
る
関
先
生
の
ご
研
究
に
一
貫
し
て
う
か
が
え
る
の
は
「
物
語
の
言
葉
と
は

何
か
」
と
い
う
問
題
を
追
究
し
続
け
る
ご
姿
勢
で
す
。
和
歌
と
は
異
な
る
言
葉
の
生
成
の
在
り
よ
う
を
、
私
た
ち
は
関
先
生
の
ご
著
書
を
通
し
て
知
ら
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

な
お
、
私
自
身
は
関
先
生
の
謦
咳
に
接
す
る
機
会
を
逸
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
本
来
、
こ
の
よ
う
な
文
面
を
し
た
た
め
る
任
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
現

在
、
学
会
代
表
の
和
田
学
先
生
が
体
調
を
崩
さ
れ
て
療
養
中
の
た
め
、
代
わ
っ
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
と
ぞ
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

�

（
森　

野　

正　

弘
）
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山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
会
則

　
　
　
　
　
　
　
第 

一 

章
　
　
　
総
　
　
則

第
　
一
　
条�

�

本
会
は
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
と
称
す
る
。

第
　
二
　
条�

�

本
会
は
事
務
局
を
山
口
大
学
人
文
学
部
日
本
・
中
国
言
語
文

学
コ
ー
ス
研
究
室
内
に
お
く
。

第
　
三
　
条�

�

本
会
は
会
員
相
互
の
研
究
の
向
上
と
緊
密
な
連
携
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
　
四
　
条�

本
会
は
右
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
左
の
事
業
を
行
う
。

�

　
　
一
　
研
究
発
表
会
、
研
究
懇
話
会

�

　
　
二
　
雑
誌
「
山
口
国
文
」
の
発
行

�

　
　
三
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
　
　
　
第 

二 

章
　
　
　
会
　
　
員

第
　
五
　
条�

本
会
の
会
員
は
左
の
通
り
定
め
た
者
を
以
て
組
織
す
る
。

�

　
正 

会 

員
　�

山
口
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
：
日
本
・
中

国
言
語
文
学
コ
ー
ス
（
文
理
学
部
文
学
科
：

国
文
学
、
国
語
学
・
国
文
学
専
攻
、
人
文
学

部
言
語
文
化
学
科
：
国
語
学
、
国
文
学
、
日

本
語
文
化
論
コ
ー
ス
、
日
本
語
学
・
日
本
文

学
コ
ー
ス
、
人
文
科
学
研
究
科
：
国
語
学
、

国
文
学
、
日
本
語
文
化
論
、
日
本
語
学
文
学

論
）
研
究
室
に
所
属
す
る
教
員
、
及
び
卒
業

生
・
在
学
生
（
学
部
学
生
・
大
学
院
学
生
）

の
う
ち
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者

�

　
特
別
会
員
　�

山
口
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
：
日
本
・
中

国
言
語
文
学
コ
ー
ス
（
文
理
学
部
文
学
科
：

国
文
学
、
国
語
学
・
国
文
学
、
人
文
学
部
言

語
文
化
学
科
：
国
語
学
、
国
文
学
、
日
本
語

文
化
論
コ
ー
ス
、日
本
語
学
・
日
本
文
学
コ
ー

ス
）
研
究
室
の
元
教
員
。
及
び
委
員
会
の
推

薦
し
た
者

　
　
　
　
　
　
　
第 

三 

章
　
　
　
委
　
　
員

第
　
六
　
条�

本
会
に
左
の
委
員
を
お
い
て
委
員
会
を
運
営
す
る
。

�

　�

代
表
委
員
一
名
、
実
行
委
員
二
乃
至
三
名
、
他
に
委
員
若

干
名

第
　
七
　
条�

代
表
委
員
、実
行
委
員
一
乃
至
二
名
は
教
員
会
員
を
充
て
る
。

第
　
八
　
条�

�

委
員
は
正
会
員
の
中
か
ら
総
会
で
選
出
す
る
。
卒
業
生
の
委

員
に
つ
い
て
は
、
卒
業
年
次
そ
の
他
の
諸
条
件
を
勘
案
し
、

在
学
生
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
学
年
を
考
慮
す
る
。

第
　
九
　
条�

�

委
員
の
任
期
は
原
則
と
し
て
二
年
と
し
、
再
任
、
重
任
は
妨

げ
な
い
。

第
　
十
　
条�

�

代
表
委
員
は
、
本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
統
理
す
る
。
実
行

委
員
は
庶
務
・
会
計
・
編
集
の
実
務
を
担
当
し
、
そ
の
他
の

委
員
は
代
表
委
員
を
補
佐
し
て
会
務
を
分
担
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第 

四 

章
　
　
　
会
　
　
議

第�

十�

一�

条�

会
議
は
総
会
と
委
員
会
と
す
る
。

第�

十�

二�

条�
�

総
会
は
年
次
総
会
と
臨
時
総
会
と
し
、
年
次
総
会
は
五
月
に

開
催
し
、
臨
時
総
会
は
委
員
会
の
議
決
を
経
て
開
催
す
る
。

第�

十�

三�

条�

委
員
会
は
必
要
に
応
じ
代
表
委
員
が
招
集
す
る
。

第�

十�

四�

条�

年
次
総
会
は
左
の
事
項
を
処
理
す
る
。

�

　
　
一
　
前
年
度
の
収
支
決
算
及
び
新
年
度
の
予
算
案

�

　
　
二
　
事
業
の
報
告
及
び
計
画

�

　
　
三
　
委
員
の
選
出

�

　
　
四
　
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

�

　
第 

五 

章
　
　
　
会
　
　
計

第�

十�

五�

条�

本
会
の
経
費
は
会
費
、
寄
付
金
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
。

第�

十�

六�

条�
�

本
会
の
会
費
は
毎
年
千
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
員
会
員
は

六
千
円
、
在
学
生
会
員
は
五
百
円
と
す
る
。

第�

十�

七�

条�
�

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
は
じ
ま
り
翌
年
の
三

月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

第�

十�

八�

条�
�

会
計
監
査
二
名
を
お
き
監
査
を
経
て
総
会
で
決
算
報
告
を
承

認
す
る
。

�

　
第 

六 

章
　
　
　
会
則
変
更

第�

十�

九�

条�

会
則
の
変
更
は
総
会
の
議
決
を
経
て
行
う
。

�

　
　
　
附
　
　
　
則

�
�

本
会
則
は
平
成
二
十
九
年
五
月
十
四
日
か
ら
改
正
施
行
し
四

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

�
�（

昭
和
五
十
二
年
五
月
一
日
制
定
、
五
十
四
年
四
月
二
十
九

日
改
正
、
六
十
年
四
月
二
十
八
日
改
正
、
平
成
四
年
五
月

十
七
日
改
正
、
平
成
八
年
五
月
十
二
日
改
正
、
平
成
十
二
年

五
月
十
四
日
改
正
、
平
成
二
十
年
五
月
十
一
日
改
正
、
平
成

二
十
九
年
五
月
十
四
日
改
正
）

一
　
内
　
容
　�

日
本
語
学
、
日
本
文
学
、
日
本
語
教
育
、
国
語
教
育

に
関
す
る
研
究
論
文

一
　
枚
　
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
五
枚
以
内

一
　
期
　
日
　
二
〇
二
四
年
九
月
三
〇
日

一
　
送
り
先
　
〒
　
　 

山
口
市
吉
田
一
六
七
七

－

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

山
口
大
学
人
文
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

日
本
・
中
国
言
語
文
学
コ
ー
ス
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会

�

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
著
者
に
帰
属
す
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
は
、
本

誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
を
、
学
会
も
し
く
は
学
会
が
委
託
す
る

機
関
に
お
い
て
、
電
子
化
公
開
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

753-
�8540

　
　
山 

口 

国 

文
　
　
第
四
十
七
号

　
　
　
　
　
二
〇
二
四
年
三
月
一
日
　
発
行

　
　
　
　
　
　
編
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会

　
　
　
　
　
　
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

代
表
者
　
和
　
田
　
　
　
学

　
　
　
　
　
　
〒
　
　 

山
口
市
吉
田
一
六
七
七

－

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

山
口
大
学
人
文
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
・
中
国
言
語
文
学
コ
ー
ス
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
電
　
話
　 

（
〇
八
三
）九
三
三

－

五
二
七
二
（
和
田
）

　
　
　
　
　
　
　
口
座
振
替
　
〇
一
五
四
〇

－

二

－

五
四
八
六

　
　
　
　
　
　
印
刷
　
　
有
限
会
社
　
三
　
共
　
印
　
刷

753-
�8540

投 

稿 

規 

定




